
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
進 行  藤井 仁 SAA 委員 
点 鐘  午後１２時３０分 野村正行 会長   
ソング 「我等の生業」 
 
 
 
〔会長の時間〕   野村正行 会長  
 

 

 皆さん今日は、ＩＭの開催もいよいよ２週間後に

なりました。完全なことが出来ますよう皆様のご協

力を宜しくお願い申し上げます。ここ立て続けに地

区のセミナーが開催されました。 
２月４日(土)午前１１時４０分から坂戸グランド

ホテルにおいて、第２回地区ロータリー財団セミナ

ーが開催され会長の代理として巴 高志世界社会奉

仕委員長が、岩渕富男ロータリー財団委員長が出席

されました。両委員長にはご苦労様でございました。 
 ２月６日(月)午後１時登録により熊谷市ホテルサ

ンルート熊谷において第２回クラブ奉仕部門セミナ

ーが開催され会長代理として武井包光副会長、橋本

恒男クラブ奉仕委員長、梅村孝雄ロータリー情報委

員長、笠原 勝拡大増強副委員長及び中島高夫広聴

広報委員長が出席されました。出席された方々には、

ご苦労様でございました。後程報告お願い致します。 
 今日のプログラムのグループ討論会は、パスト会 
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超我の奉仕 

 
長を囲んで４テーマに分かれて討論する方式です。

どうか活発な発言をお願い致します。 
 

世界理解月間 
 
パスト会長を囲んでの 

       グループ討論会 

 

 それからＲＩ会長の強調事項として、｢継続性｣の

１つでポリオ・プラス・プログラムがありますが、

特にこのことに関連したわけではないが、たまたま

２月４日の朝日新聞の朝刊に｢ぱーそん｣ポリオ根絶

へ奔走の記事が掲載されていましたので内容を紹介

します。 
 ポリオ(小児まひ)が昨年大流行したインドネシア 
へ世界保健機構(ＷＨＯ)から派遣されたのが、国立 
感染症研究所から出向している医師の砂川富正さん 
(４２)だ。同国の発生は１０年ぶり。現地へ７月と 
９月の２回赴き、疫学調査やワクチン接種の支援に

当たった。｢本当に安全なのか｣と地域によっては接

種拒否の動きがあり、地域の指導者と一軒一軒説得

に尋ねて回った。地元ラジオに出演して視聴者の質

問に答え、根絶を訴える行進に参加した。患者は３

００人以上にのぼり、現在も散発的な発生が続く、

当初対策には２２００万ドルかかり、最後の１００

万ドルが集まらず日本政府から支援が出た。砂川さ

んは｢感染者の移動により、日本でも患者が出る恐れ

はある。大きな流行にはならなくても、関心を持つ

ことが大切｣と話している。 
 この記事で正直一瞬人事ではないと思いました。 
皆さんポリオに対する認識を再確認しましょう。 
 
 
 
〔幹事報告〕     温井一英 幹事 
 

 
・４月１５・１６日に開催される地区大会の登録の

申し込みが届いております。会員全員の名簿を回

覧しますので出席できる日を記入してください。 



・ＩＭについて 
  ①実質会員登録・家族登録(３，０００円)を始

まる前に茂木 聡会員までお願いします。 
  ②当日は全員出席で、制服(又はダークスーツ)・ 
   指定ネクタイ・バッジ・クラブ襷・ネームプ

レートを着用してください。 
  ③２１日(火)午後６時３０分よりリハーサルを

行いますので、実行委員会正・副担当者並び

に登壇者は必ず出席してください。 
  ④２３日(当日)会員は１１時に集合、Ｒ家族は

午後１時～１時１０分までに集合して下さい。 
  ⑤２３日昼食の準備がありますので交替でお願

いします。 
・ぼらんてぃあにゅーすが届いています。・ 
・学友会ニュースが届いています。 
・｢財務かんとう｣が届いています。 
 
 
 
◆ セミナーの報告 
 

ロータリー財団委員会  岩渕富男 委員長 
 

 
 ２月４日(土)坂戸グランドホテルにおいて、第２

回｢ロータリー財団セミナー｣に巴会員と私(岩渕)の
２名で参加しました。野中ガバナーの点鐘に始まり

ガバナーの挨拶の後、表彰がありました。 
１、２００４～’０５年度寄付総額上位３クラブ 
２、２００４～’０５年度一人当たり寄付金上位

３クラブ 
３、２００４～’０５年度｢１００％財団友の会の

クラブ｣(ロータリー財団準フェローはなくな

り｢財団の友｣と改訳し、クラブ会員全員が年

次寄付１００ドル以上寄付したクラブ) 
以上のクラブが表彰されました。 
次に部門委員長の梅澤様より｢財団の動向につい 

て｣の説明がありました。 
１、ロータリー財団の理解 
２、ロータリー財団のプログラム直接参加 
３、寄付目標の達成 
４、ロータリーカードの推進 

(当初の目標は１０，０００人でしたが、現

在では１，８００名の加入者にとどまってい

ます。)１０，０００人を改め５，０００人

を加入者目標としました。スタンダードカー

ドは年会費無料ですが、ゴールドカードは年

会費１０，５００円です。その１０，５００

円の内３，０００円がロイヤリティーとして

寄付となります。また、５０，０００人に達

すると購入額の０．３％がロイヤリティーと

してロータリー財団に還元されます。地区と 

しては、２００５～’０６年度において５００人のカ

ード登録を目標としております。申し込みは、オリ

コに直接個人で送付してくださいとのことです。 
 次に、｢国際親善奨学生｣についてです。 

・２００６～’０７年度派遣国際親善奨学生の自 
己紹介がありました。 
土橋泰智さん(所沢東)  
円谷幸子さん(坂戸さつき) 

・国際親善奨学生の帰国報告がありました。 
２００３～’０４年度国際親善奨学生  

永薗香代さん(川越西 シンガポール) 
     ２００４～’０５年度国際親善奨学生 
      高橋圭子さん(越生毛呂 イギリス) 
両名とも大変立派な報告をされました。以上です。 
 
 
クラブ奉仕委員会   橋本恒男 委員長 

 

 
２月６日(月) ホテルサンルート熊谷で第２回クラ

ブ奉仕部門セミナーが開催されました。出席者は武井 
さん(会長代理)、梅村さん、笠原さん、中島さん、私

の５人でした。大変勉強になりました。 
 
 
 
ＩＭ実行委員会  田中 克 ＩＭ実行委員長  
 

 
ＩＭの実行委員会でありますが、いろいろお世話

に相成ります。いよいよＩＭも２週間後にせまりま

した。当日の参加者の締切りを致しましたところ、

過去にも前例のない大勢のメンバー３３７名の申し

込みを頂き嬉しい限りであります。ホストクラブと

して当日は全メンバーが責任を分担し合い、笑顔で

御客様を出迎え、楽しく為になり、思い出に残るＩ

Ｍにすべく皆様方の協力を切に御願い申し上げます。   
１３日(月)に全委員会の合同会議がありますので

正・副委員長さんは必ずご出席ください。 
尚、以下をお願いします。 
①当日は制服、ネクタイ、バッジ、ネームプレ

ート着用。 
  ②前々日(２１日)は午後６時３０分よりリハー 

サルを行いますので実行委員会の正副委員長、 
並びに当日の登壇者は必ず出席下さい。 

  ③２３日(当日)会員は１１時集合下さい。ロー 
タリー家族は午後１時に集合下さい。 



 
〔ニコニコボックス〕 五十嵐敦子 副委員長  
 

 
 

(順不同・敬省略) 
 

加藤玄静 

ＩＭもあと２例回目です。宜しくお願い致します。 

１３日が最終実行委員会となります。 

 

坂本雄一 

 母の通夜、告別式には大変ありがとうございまし

た。心よりお礼申し上げます。 

 

飯塚明男 

 一番下の娘が浦和明の星と豊島ヶ岡女子学園に合

格しました。これからもよろしくお願いします。 

 

笠原 勝 

 ２／６号のかわら版『こだま』を３０部持ってま

いりました。読んで頂ければ幸いです。 

 

戸谷清一 

 ケーブルテレビは街づくりデジタル放送が無事始

まりました。ありがとうございました。 

 

岩本英人 

 バレンタインの日いくつ貰えるチョコの味 

 

野澤章夫 

 早退します。 

 

 

本日は｢今までのロータリーこれからのロータリー｣

について討議しましょう。４大奉仕委員長宜しくお

願いいたします。 

 

(同文にてご投入頂きました) 
西村賢次 温井一英 武井包光 橋本恒男 
岩渕富男 戸谷 丈 岡芹正美 渋谷修身 
下山正男 中島高夫 矢島淳一 竹並栄一郎 
高柳育行 古瀬末雄 沼田恵義 小此木利明 
八木茂幸 町田国彦 渋澤健司 石原輝弥 
三宅健吉 金子 弘 佐藤賀則 田中 克 
岡崎正六 野村正行 斉藤清一 江原栄一 
立石秀寿 茂木 聡 
 
 

本日投入金額合計  ４６，０００円 
 
 

 
〔出席報告〕    塚越 茂 副委員長 

 

 
 

  

 
メーキャップ数２８枚 

 

欠席届出者 
 井河久昇 梅村孝雄 金井直樹 内野昭八郎 
 狩野輝昭 近藤伸侑 福島文江 横尾セツ 
 春山茂之 
 

 

 

 

グループ討論会 
 
＊プログラム委員会   矢島淳一 委員長 
 

 
 皆様今日は。本日の例会企画を申し上げます。 
「パスト会長を囲んでのグループ討論会」になって

おりテーマを４つ用意しました。 
座長を４大奉仕委員長にお願いしておりますので

４グループに分かれて頂き、以下のテーマでお願い

します。 
 

１グループ：国際奉仕委員会(例、今までの留学生

の受け入れ状態は反省・苦情は？米

山奨学会の本庄地区の貢献度は？今

後は？) 
２グループ：社会奉仕委員会(例、今まで実施して

きた事業、今まで継続してきた事業、

今後新たにやりたい事業等につい

て) 
３グループ：クラブ奉仕委員会(例、会員増強に向

けての方法、会費について) 
４グループ：職業奉仕委員会(例、例会企画につい

て、例会の出席率向上に向けて、例

会出席時の支度について) 

討論会後、発表をお願いします。 

会員数
出席免除

会員数 

出席義務

会員数 

出 席

会員数 出 席 率

 

７７名

 

７名 

 

７０名 

 

４２名

 

１００％ 



・第３グループ  クラブ奉仕委員会 
発表  茂木 聡 出席委員長 

 

 
 私達のテーブルでは橋本クラブ奉仕委員長を中心

に戸谷パスト会長、竹並パスト会長、石原会員、岡

崎会員、沼田会員、五十嵐会員、塚越会員、下山会

員、私の１０名で議案を討議しました。 

 会員増強について 

・本年度３人増強でき、現在２人候補がいます。 

・既存会員の退会防止につとめる事が必要で、休    

  みがちな人に声をかけたり、辞めない工夫する

ことが大切。 

 会費について 

  ・１０年以上変わっていない事やニコニコＢＯＸ

等の経緯の話しをパスト会長の方々から聞き、

現状ポケットマネーの範囲としてニコニコＢＯ

Ｘに投入して頂きそれを社会奉仕、国際奉仕等 

  のクラブ運営に使用する実態。いずれにしろ会

費は現状維持で、無駄をしないで有効に利用し

ていくのが良いとまとまりました。 
 
 
・第１グループ  国際奉仕委員会 

発表  飯塚明男 国際奉仕委員長 
 

 
 米山奨学会については次回にしたいと思います。 
江原パスト会長を囲みホストファミリーとして戸

谷会員、高柳会員の受け入れ経験のある方との意見

を交わし、ホストファミリー会として受け入れた場

合どこまで加護的に扱うか(例えば、食事・お金の問

題等)いろいろ問題があるので、受け入れの方法を見

直し皆さんで受け入れ易くする為短期でホストファ

ミリーを交換する等、諸問題があるので情報交換の

場を増やした方が良いう意見がありました。 
  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第２グループ  社会奉仕委員会 
発表 渋澤健司 ニコニコＢＯＸ委員長 

 

 
  三宅社会奉仕委員長を中心に古瀬パスト会長、小

此木パスト会長、藤井会員、萩原会員、私で｢今まで

のロータリー、これからのロータリー｣という事で意

見交換をしました。 

① 今までは継続事業の取り上げはあまり無かった

が、近年継続事業が多くなり実質的に良いかど

うか疑問となる部分もあるのではないか。 

② 継続事業を行っていく中でロータリーのＰＲを

もう少し多くしたほうが良いのではないか。 

③ 社会環境の中で継続事業を行っていくのが良い

のではないか。(例、桜の植樹等) 

④ 社会奉仕の新事業を立ち上げるのにはパワーが

必要なので、若い人達の意見を聞いて行ってい

くのも今後考えていくと良いのではないか。 

⑤ 継続事業での寄付をする先を今後検討する必要

があるのではないか。(各団体への寄付の中で継

続の必要と止める事を考える) 

⑥ 単年度と継続事業の内容を検討した中で選択が

必要な時代になったのではないか。 

又、会として活動の質を高くし、内容を深く掘り

下げて会員の増強にも結びつくような活動が出来れ

ばよいかなという意見もありました。 

 

 

・第４グループ  職業奉仕委員会 
発表  笠原 勝 職業奉仕委員長 

 

 

・ 以前行った３分間スピーチと、自衛隊隊長の

卓話等が非常に良かったので、今後もそうい

う卓話をして欲しいという意見がありました。 

・ 出席率向上の為、欠席者にある程度厳しくし、

例会に来たら楽しいという方向にする。 

・ 例会に来る時きちっとした服装で出席する。   

(夏季を除く) 

・ 例回数(１ヶ月３回と４回)の見直しはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
広聴広報委員会  中島高夫・杉山淑子・岩本英人・笠原 勝・西村賢次 
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